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ll^ρ午をίグ燃未|[そで散 レ々

多t%。 記4み乞♂色珂
る        外がズこされ%。 _メロ

イ砲tこ兵っ御すごりんE｀ム照L

夕ヾァスoたが疹くつたのマ゙可。
こわして者筋 ハヽ

|))ゴパタ越菫拠しルこハ?可。
1)シユ゙作))の メ曇亀・

Gつ )ヽZ

滲れMCttηfttT」じ輝嚇てフll嗚下Vttfち茅〔
ハ

tttT彦が1めく・ )かついノ

カたい ハ残爆D■ レ゙あ
つしこヽ iました。タリ々 フ`

饉rジけてMより1よ ドウマが綺'7、
i3いま股 )

な勉tt淋1義 ;骸
ケ 移ゆ か・ ι

繊 い れ もつた時。本
村軌か臼ふこ

咤じた孝1よ .しιも/t■
十 二轟上マ`ηじント、■

■:う しR、 書ヽす。.

か オヽ、こaさヶ′者勧いだ貸し色
tい L17tメ夢 ι、あ玖%均

l・ 子で希utイ
ムえЬいいあ詰

ヒし1、 哄 じん難 くひり て`くい3孝ι瀬・
Ztヽ事
↑ヽ
めTれ
a多
1孝髯子:「花 ヵ、ァく



丁
ふぇに行くげ てヽ測 バ゙磯印

゛1は■いュ屹ん電物 はき フず をく紹アし河 り
色牛神経 と滋ん,独わせ向める

Fっ
むじマ甲レ&ダじみノ化れゎ

押れηマヽ、高に 、楡 繊 、メξ燃 、政薄、象労、囁両 k発 電じ締姻蒟ミゃ力員を次

導守3縫薫ムイ 繊 等で`有わ1′ 率係叙。ゎ曰おん多が提蝙 。.
「身F/1tJマ直ヤ」教丁る孝は、身悸をJシいキ|レしいる色律沖盗^れ

れZ滋ん、免毅力を上可る

税
T激
〔緋窃|のit為〔坊1潔鶴:∫為鑑|、馬l嘉群1

ウkく こヽ多t」軟多。かに身い 妥多
い物 tだ弯拡してしよわよプ弓魚ばん 3a衝かイ`ラ乞I互友・魚(プクlジギ

L)

がす分じら■゙ヒg、、シ。かッ/1勺にも績oれて鬱うんで,給。」確;口えつ爽麻.髭若ヽ
ぐんの′島亭4だ

`多がみるみらスくり,%ラ蒻ら7年 力゙ 力なじ
ク
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オステオパシー (手技整骨)整体は緩やかに   免疫物質と老廃物を運ぶリンパの流れを

骨格・筋肉のパランスをとるソフトな療法です  マッサージで改善するやさしい治療です
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亮濃度購麻オイル

●2クテフト
30臓 l¥3,1011(織 込}

100El¥7,8総 (理込}

◆営業時間 ∫〃 θf″ 鶴ヽ θ.・″

◆営業日 福島院 火・水・木・土曜日

福島駅から徒歩 8分、旧高湯街道沿い

福島民報社から西へ 300m

米沢院 日・月・金曜日
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院長  松井 目彦

静職生まれ 明治大学工学部卒

副勝賓  松井 知美

晨島生影 自疎 養士

2″θttQ父ど″です


